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九州におけるGPS/気象の観測について
田中穣 (鹿児島大理) ･ 荒生公雄 (長崎大教育) ･ 松 島健 (九大理島原)
九州北部で株, 長崎 の集中豪雨 (1 9 8 2年頃) や寒仙岳の集中豪雨 に よ る土石流の
被害が生じて い る . 一 方, 九州南部で は, 台風銀座 と い われ る妊 どの 台風 の越路 コ ー ス
にな っ ており, 地震に よ る地盤 の 緩みや噴火 に よ る降灰 の ため豪雨災賓時の シ ラ ス 台地
で の 地滑りや桜島等 の 土 石流等の被害を毎年続出 し, 特 に1 9 93年 8月 6 日 の鹿児島
水奮は記憶に新 しい . こ うした被害の軽減に つ ながる 研究諌題は, 地元 と して の 悲願 で
もあり, 重要と な っ て い る . 九州 におけ るG P S気象 の観測と目的は こう した状況を踏
まえて, 実学的要素から出発 せざるを得ない . メ ソス ケ ー ル の 気象現象における水蒸気
量 の非 一 様性 の 時空 間分布を解明する こと により, 可降水量 の推定がで きれ ば, 洪水 予
測や土石流対策に極め て有効で ある .
本研究で は, 集中豪雨なども伴う前線の通過時に地形効果による 上昇気味の影響と絵
雨量を探るため, 長崎と鹿児島にお い て , 高度を変えて気象測韓と G P S受信辞を 5カ
所以上に配置し, 気象台 (福岡, 鹿児島) の 高層気象デ ー タ を活用 しながら, G P S 電
波 の擾乱度と気象擾乱と の相関を明らか にする .
(1) 長崎付近にお ける G P S/ 気象 の親御
長崎で の 集中親和壮RnI レー ダ ー (長崎大) による降雨 エ コ ー 強度の 鉛直分布 (高度
1 5k m まで 可能) とそ の移動速度とG P S(1 5 7 5 M Hz と 1 2 2 7 M Hz) 電波
擾乱の時間的関係を追跡する . RIIIレ ー ダ ー によ る降雨 エ コ ー の 鉛直分布と対流牲降雨
と地形効果につ い て は, 荒生 ･ 他 (1 996A, A) に より考察されて い る の で, G P S観測
と併用する ことにより新しい展開が期待される . 特に, 九州大学理学部島原地寮火山観
潮所 の G PSネ ッ トが威力を発揮する ことが期待される . それ らと高度との 関係も RH l
レ ー ダ ー で モ ニ タ ー しなが ら併 せ て追求する .
(2) 鹿児島湾周辺及び桜島における G P S/気象 の観池
鹿児島で の集中観測も同様の内容で実施するが, 平地 と高地の 2 カ所にある フ ア ン ビ
ー ム レ ー ダ ー 〔鹿児島大 工学部, Sバ ン ド (3 0 5 0 MH 2;) , Ⅹ バ ン ド(9 4 1 0 M
H ヱ) あり, 目下開発中, 林 ･ 書留 ･ 他(19 96)〕 による雨量推定デ ー タ と G P S 電波
擾乱とを比較す る . 特 に, 前線 の 進行方向上 の G PS電波擾乱との関係の追跡を行う .
なお, 絶雨量 は, 気象台や地方自治体 の測定結果を参照する ト なお, 桜 島の 地殻変動観
測に関 して は, これ ま で, 月 1 回で 4 時間観軸を こ の 3年間実施中で あり, 結果 は 田中
･ 他 (1 9 9 6) により報告されて い る . 6 - 1 0月 まで は季節変動が上下変動に大き
く鋲差と して現れ て い る の で , G P S の気象効果と高度と の関係を求め, 補正 に役立て
る こ とも併せ て追求する . 桜 島周 辺は沈降から隆起 の位相に変わ っ たためで ある .
(3) 今期の観測計画と目的
九州における台風や梅雨時期或い は集中豪雨時期 の前後で, 長崎と鹿児島で約5 日間
の G P Sと気象 の集中観測を実施 し, 可降水量 の推定に必要な情報を得 る . また, 高度
に依存した G P S電波擾乱と気象擾乱との相 互関係を明らか にする .
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図1 . 荒生 ･ 他(1996)､
(こよう
図 2 . 桜島 ･ 湯の 平にお ける
火北来 一 浜 の 平間の 基線と
楕円体高の長期的変動
田 中 ･ 他(19 6)に よ る .
*
図3 . G P Sデ ー タ の 高 度に依存 した楕 円体高補正 の た め の 概念図
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